
編集・発行人　近 藤 晴 彦

令和 5年（2023 年）9 月 15 日 ● P ick  Up！

第 168 号

年 6 回発行（奇数月の 15 日）
定価：1 部 105 円・年間 630 円（税・送料共）

購読料は日歯連盟会費に含む

発行：日本歯科医師連盟  〒102-0073  東京都千代田区九段北4-1-20

TEL：03-3262-8644　FAX：03-3263-0345　E-mail：jdpf@jdpf.jp

太田新執行部がスタート
令和 5 年 7 月
5 日（水）に
開催された第
１回理事会に

おいて、太田謙司会長から 24 名の新理
事に委嘱状が手交され、新たな執行部が
スタートした（3 面に新役員紹介）。
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村
岡
宜
明
副
会
長
の
挨
拶
に

よ
り
開
会
し
、
藤
田
一
雄
議

長
、
山
下
智
副
議
長
の
も
と
、

議
事
録
署
名
人
に
大
松
高
評
議

員
（
静
岡
）
と
飯
利
邦
洋
評
議

員
（
石
川
）
が
指
名
さ
れ
た
。

物
故
会
員
へ
の
黙
祷
の
後
、
高

橋
英
登
会
長
は
挨
拶
で
、「
今

期
最
後
の
評
議
員
会
。
こ
の
２

年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状

況
の
中
で
の
組
織
作
り
と
な
っ

た
が
、
今
年
５
月
に
２
類
か
ら

５
類
へ
変
更
さ
れ
、
少
し
ず
つ

平
常
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ

こ
で
今
日
の
第
６
号
議
案
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
規
約
・
規
則
に
悩

ま
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の

改
正
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ

く
。
ま
た
物
価
高
騰
、
さ
ら
に

は
医
療
Ｄ
Ｘ
と
ま
だ
ま
だ
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
今
後
と
も

日
歯
連
盟
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
島
村
大
参
議
院

議
員
は
、「
今
回
の
骨
太
の
方

針
だ
け
で
は
、
物
価
高
や
人
件

費
の
高
騰
を
補
え
な
い
。
診
療

報
酬
を
適
切
に
改
定
で
き
る
よ

う
、
日
歯
と
日
歯
連
盟
が
協
力

し
て
良
い
方
向
へ
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
く
国
会
報
告
で
山
田
宏
参

議
院
議
員
は
、「
骨
太
の
方
針

で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
毎
年

少
し
ず
つ
歯
科
が
充
実
し
て
い

る
。
こ
の
方
針
の
下
、
し
っ
か

り
と
予
算
を
確
保
し
な
が
ら
、

国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
物
価
高
、
賃
金
上
昇
に

対
応
で
き
る
よ
う
診
療
報
酬
改

定
を
行
う
。

　

皆
歯
科
健
診
に
向
け
て
、
歯

科
口
腔
保
健
推
進
法
の
改
正
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
回
は

残
念
な
が
ら
各
党
の
手
続
き
が

調
わ
な
か
っ
た
。
秋
の
臨
時
国

会
で
提
案
で
き
る
よ
う
準
備
を

整
え
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
比
嘉
奈
津
美
参
議
院

議
員
は
、「
骨
太
の
方
針
に
関

し
て
は
、
自
民
党
の
国
会
議
員

３
２
０
人
が
所
属
す
る
国
民
歯

科
問
題
議
員
連
盟
が
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
る
。
自
分
は
、
国

民
皆
歯
科
健
診
の
対
象
に
妊

婦
を
入
れ
、『
医
療
的
ケ
ア
児
』

が
減
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。

　

６
月
12
日
の
決
算
委
員
会
で

は
、
物
価
高
騰
に
関
し
公
的
価

格
で
診
療
を
行
っ
て
い
る
保
険

医
療
機
関
で
は
賃
上
げ
で
き
な

い
と
総
理
大
臣
に
訴
え
た
。
総

理
か
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

く
と
い
う
答
弁
を
得
た
。

　

ま
た
、
衛
生
士
の
復
職
支
援

の
予
算
が
適
切
に
使
わ
れ
て
い

な
い
地
域
が
多
い
。
う
ま
く
使

え
て
い
る
地
域
で
は
、
歯
科
医

師
が
市
区
町
村
に
関
与
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
各
都
道
府
県
、
市

区
町
村
に
歯
科
医
師
の
配
置
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
も
、
現

場
の
声
を
行
政
に
伝
え
、
一
つ

ひ
と
つ
対
処
し
て
も
ら
え
る
よ

う
進
め
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
の
分
類
が
２
類
か
ら

５
類
に
移
行
し
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況

で
あ
り
引
き
続
き
注
意
が
必

要
」
と
述
べ
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告
・
会
員
数
報

告
を
浦
田
健
二
理
事
長
が
、
⑵

会
計
現
況
報
告
を
神
田
晋
爾
副

理
事
長
が
報
告
し
た
。

⑶
そ
の
他
と
し
て
、
浦
田
理
事

長
が
骨
太
の
方
針
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
、
デ
ン
タ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
シ
テ
ィ
デ
ン
タ
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

［
質
疑
応
答
］

　

内
堀
典
保
評
議
員
（
愛
知
）

か
ら
「
ぜ
ひ
日
歯
と
日
歯
連
盟

と
で
手
を
取
り
合
っ
て
前
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、森
永
和
男
評
議
員
（
茨

城
）
か
ら
「
会
務
報
告
で
日
歯

と
日
歯
連
盟
と
の
連
絡
協
議
会

が
当
該
期
間
の
開
催
な
し
と
報

告
さ
れ
た
が
、
今
後
は
で
き
れ

ば
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
要
望
が
だ
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
浦
田
理
事
長
は

当
該
期
間
に
関
し
て
は
、
日
程

の
調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め

で
あ
り
、
今
後
は
毎
月
合
同
会

議
を
開
催
す
る
と
報
告
を
受
け

て
い
る
」
と
答
え
た
。

　

さ
ら
に
、岡
本
徹
評
議
員
（
東

京
）
か
ら
「
第
１
４
７
回
評
議

員
会
で
上
程
さ
れ
た
各
議
案
に

対
す
る
結
果
報
告
が
評
議
員
に

郵
送
さ
れ
た
が
、
出
席
し
た
評

議
員
は
結
果
は
分
か
っ
て
い
る

の
で
、
郵
送
の
必
要
性
に
つ
い

て
再
考
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

が
あ
っ
た
。

◆
第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
収
支
決
算

◆
第
２
号
議
案　

令
和
４
年
度

政
治
活
動
運
営
会
計
収
支
決
算

◆
第
３
号
議
案　

令
和
４
年
度

選
挙
関
係
管
理
会
計
収
支
決
算

◆
第
４
号
議
案　

令
和
４
年
度

役
員
退
職
金
積
立
金
会
計
収
支

決
算

◆
第
５
号
議
案　

令
和
４
年
度

運
営
基
金
積
立
金
会
計
収
支
決

算
　

以
上
の
議
案
が
一
括
上
程
さ

れ
、
神
田
副
理
事
長
か
ら
提
案

理
由
の
説
明
後
、
樋
口
壽
一
郎

常
任
監
事
、
藤
井
重
壽
監
事
、

竹
之
下
伸
一
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

評
決
は
議
案
ご
と
に
行
わ
れ

第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
と

も
に
賛
成
多
数
に
て
原
案
通
り

可
決
確
定
し
た
。

　

第
３
号
議
案
に
関
し
て
は
、

岡
本
評
議
員
か
ら
「
支
出
の
部

の
第
二
款
政
治
活
動
費
の
中
の

第
一
項
選
挙
関
係
費
に
つ
い
て

執
行
率
が
50
％
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
」
と
の
質
問
が

あ
り
、
神
田
副
理
事
長
は
「
あ

く
ま
で
も
こ
こ
に
あ
が
っ
て
い

る
の
は
、
選
挙
活
動
費
の
み
で

あ
り
、
政
治
活
動
費
を
使
っ
て

運
動
し
た
分
は
含
ま
れ
て
い
な

い
」
と
答
え
た
。
さ
ら
に
岡
本

評
議
員
か
ら
「
選
挙
活
動
に
も

う
少
し
使
っ
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
浦

田
理
事
長
は
「
選
挙
期
間
中
の

み
の
支
出
、
選
挙
に
対
す
る
支

出
の
み
。
そ
の
前
に
政
治
活
動

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
支

出
し
て
お
り
、
短
い
期
間
で
の

費
用
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
し
か

使
わ
な
か
っ
た
と
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　

そ
の
後
、
第
３
号
議
案
、
第

４
号
議
案
、
第
５
号
議
案
に
つ

い
て
評
決
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛

成
多
数
に
て
原
案
通
り
可
決
確

定
し
た
。

第
１
４
８
回
評
議
員
会

　

令
和
5
年
6
月
23
日
（
金
）
午
後
1
時
よ
り
、
歯
科
医
師
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、
評
議

員
73
名
全
員
出
席
の
も
と
、
第
１
４
８
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。（
※
文
中
の
肩
書
は
評
議

員
会
開
催
時
の
役
職
）

第148回評議員会 高橋会長

島村参議院議員

山田参議院議員比嘉参議院議員

報
　
　
告

内堀評議員（愛知県）

森永評議員（茨城県）

議
　
　
事

岡本評議員（東京都）

〈
２
面
に
続
く
〉

　

　【
訃
　
報
】

　

参
議
院
神
奈
川
選
挙
区
選
出
の
島
村　

大　

参

議
院
議
員
（
自
民
党
）
が
、
令
和
５
年
８
月
30
日
、

病
気
の
た
め
逝
去
（
享
年
63
歳
）。

　

島
村
氏
は
東
京
歯
科
大
学
出
身
の
歯
科
医
師
で
、

平
成
17
年
〜
平
成
24
年
神
奈
川
県
歯
科
医
師
連
盟
理
事
長
、
平
成
23
年
〜
平
成
24

年
日
本
歯
科
医
師
連
盟
理
事
長
を
務
め
、
平
成
25
年
の
参
議
院
選
挙
で
初
当
選
し

２
期
目
。
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
や
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
な
ど
を
歴
任
し
国

民
医
療
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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◆
第
６
号
議
案　

日
本
歯
科
医

師
連
盟
規
約
・
規
則
の
一
部
改

正
　

第
６
号
議
案
の
上
程
理
由
に

つ
い
て
浦
田
理
事
長
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
岡
本
評
議
員
か
ら

「
議
決
」
と
「
決
議
」
の
文
言

の
使
い
分
け
に
関
す
る
質
問
が

あ
り
、浦
田
理
事
長
は
「『
議
決
』

を
動
詞
的
、『
決
議
』
を
名
詞

的
に
使
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の

よ
う
な
文
言
に
な
っ
た
」
と
答

え
た
。

　

森
永
評
議
員
か
ら
「『
後
援

会
組
織
の
拡
大
強
化
を
図
る
』

の
割
愛
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
組
織
体
制
で
活
動
す
る

の
か
」
と
質
問
が
あ
り
、
浦
田

理
事
長
か
ら
「
中
央
後
援
会
を

作
ら
ず
に
、
選
挙
対
策
推
進
本

部
会
で
対
策
を
立
て
て
選
挙
の

準
備
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
ご
本
人
の
後
援
会
に
協
力

し
て
充
実
拡
大
を
図
る
た
め
、

『
後
援
会
活
動
』
と
い
う
文
言

を
割
愛
し
た
」
と
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
森
永
評
議
員

か
ら
「
今
後
は
会
員
に
し
っ
か

り
と
わ
か
る
よ
う
な
組
織
体
制

を
ご
提
示
願
い
た
い
」
と
の
要

望
が
だ
さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
に
つ
い
て
も
賛

成
多
数
に
て
原
案
通
り
可
決
確

定
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
５
年
７
月
か

ら
の
役
員
人
事
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。

⑴
時
局
対
策

　

特
に
な
し

⑵
第
27
回
参
議
院
議
員
比
例
代

表
選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

浦
田
理
事
長
よ
り
「
７
月
５

日
の
第
１
回
理
事
会
に
お
い

て
、
９
月
７
日
の
第
１
４
９
回

臨
時
評
議
員
会
で
の
正
副
議
長

の
選
出
、
９
月
21
日
の
第
１
回

選
考
委
員
会
の
提
案
を
行
い
、

12
月
７
日
の
第
１
５
０
回
臨
時

評
議
員
会
で
候
補
者
を
決
定
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
考
え
て
い

る
」
と
の
説
明

が
あ
り
、
承
認

さ
れ
た
。

⑶
そ
の
他

　

事
前
質
問

「
医
療
Ｄ
Ｘ
の

今
後
の
展
開
に

つ
い
て
」

　

米
山
和
伸
評

議
員
（
東
京
）

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ

が
提
示
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後

日
歯
と
日
歯
連

盟
で
連
携
し
議

論
を
深
め
、
よ
り
良
い
形
に
な

る
よ
う
、
ま
た
会
員
へ
も
情
報

を
発
信
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

が
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
浦
田
理
事
長

は
、「
今
後
は
最
低
で
も
月
に

１
回
は
合
同
会
議
を
行
い
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
予
定
に
組

み
込
ま
れ
て
お
り
、
会
員
を
守

る
組
織
と
し
て
、
一
人
と
し
て

会
員
の
先
生
方
が
後
れ
を
取
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
意
向

で
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
柳
川
忠
廣

評
議
員
（
静
岡
）
は
、「
日
歯

か
ら
各
担
当
役
員
が
出
て
、
歯

科
に
ふ
さ
わ
し
い
進
め
方
や
助

成
に
つ
い
て
か
な
り
具
体
的
な

要
望
を
し
、
自
民
党
の
提
言
に

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

き
ち
ん
と
履
行
し
て
も
ら
う
よ

う
日
歯
と
日
歯
連
盟
で
協
力
し

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

要
望
し
た
。

　

高
橋
会
長
は
、「
会
員
の
実

態
調
査
を
行
い
、
実
態
に
基
づ

い
た
提
案
を
進
め
て
い
く
予

定
」
と
発
言
し
た
。

　

太
田
謙
司
副
会
長
の
挨
拶
に

よ
り
評
議
員
会
は
閉
会
し
た
。

〈
１
面
か
ら
の
続
き
〉

協
　
　
議

米山評議員（東京都）柳川評議員（静岡県）
　

浦
田
健
二
理
事
長
の
司
会
の

も
と
、
村
上
恵
一
副
会
長
の
開

会
の
挨
拶
に
続
き
、
座
長
に
は

太
田
謙
司
副
会
長
が
選
出
さ
れ

た
。
な
お
、
山
田
宏
顧
問
、
比

嘉
奈
津
美
顧
問
を
は
じ
め
と
す

る
国
会
議
員
は
、
国
会
開
会
中

の
た
め
欠
席
で
あ
っ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

高
橋
英
登 

会
長　

コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
各
種
対
応
や

物
価
高
騰
が
生
じ
た
２

年
間
を
振
り
返
る
と
同

時
に
、
賃
金
上
昇
に
伴

い
従
業
員
が
他
業
種
へ

流
出
し
か
ね
な
い
可
能

性
に
懸
念
を
示
し
、
引

き
続
き
会
員
診
療
所
の

経
営
基
盤
の
安
定
を
国

に
求
め
て
い
く
と
述
べ

た
。
当
日
発
表
さ
れ
た

政
府
の
規
制
改
革
推
進

会
議
の
答
申
に
関
し
て

は
、
医
師
の
業
務
を
看

護
師
に
移
す
な
ど
の

「
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
」

と
労
働
生
産
性
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。

　

ま
た
人
工
知
能
に

「
日
本
歯
科
医
師
連
盟

と
は
」「
国
民
の
為
に

有
効
な
日
本
歯
科
医
師

連
盟
の
活
動
と
は
」
と

質
問
し
た
回
答
を
紹
介

し
た
。

　

最
後
に
、
７
月
か
ら
始
動
す

る
新
執
行
部
へ
の
協
力
を
求
め

る
と
と
も
に
自
身
も
会
員
、
国

民
の
た
め
に
様
々
な
意
見
に
耳

を
傾
け
引
き
続
き
活
動
す
る
と

強
調
し
た
。

【
来
賓
挨
拶
】

柳
川
忠
廣 

日
本
歯
科
医
師
会

副
会
長　

日
歯
は
、「
医
療
・

介
護
に
お
け
る
物
価
高
騰
・
賃

金
上
昇
へ
の
対
応
を
求
め
る
合

同
声
明
」
を
取
り
ま
と
め
、
令

和
５
年
５
月
25
日
に
日
医
・
日

薬
ら
と
発
表
し
た
こ
と
を
報

告
。「
子
ど
も
・
子
育
て
、
少

子
化
対
策
は
大
変
重
要
な
政
策

で
あ
る
が
病
や
障
害
に
苦
し
む

方
々
の
た
め
の
財
源
を
切
り
崩

し
て
は
い
け
な
い
」
と
合
同
声

明
の
一
部
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
歯
科
医
師
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
謝

意
を
示
し
、
今
後
の
一
部
法
改

正
に
も
触
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
死
因
究
明
等
推
進

協
議
会
の
設
置
状
況
、
歯
科
法

医
学
に
関
す
る
講
座
等
の
設
置

状
況
、
歯
科
の
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
（
保

健
医
療
福
祉
分
野
の
公
開
鍵
基

盤
）
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告

　

浦
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務

報
告
、
会
員
数
報
告
（
令
和
５

年
２
月
１
日
〜
４
月
30
日
）
が

行
わ
れ
た
。

⑵
会
計
現
況
報
告

　

神
田
晋
爾
副
理
事
長
よ
り
会

計
現
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

⑶
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
か
ら
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
歯
科
診
療
所

へ
の
支
給
状
況
、
都
道
府
県
・

市
町
村
議
会
に
お
け
る
歯
科
議

連
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
議

会
か
ら
の
「
国
民
皆
歯
科
健
診

の
実
現
」
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　

さ
ら
に
「
社
会
保
障
費
の
歳

出
削
減
に
よ
る
少
子
化
対
策
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
」
の
緊
急

要
望
を
報
告
し
た
。

⑴
日
本
歯
科
医
師
連
盟
規
約
・

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

浦
田
理
事
長
は
、
規
約
・
規

則
等
改
正
検
討
委
員
会
の
答
申

書
内
容
を
詳
細
に
説
明
し
、
意

見
を
求
め
た
。

［
質
疑
応
答
］

岡
山
一
成 

副
会
長
（
静
岡
県
）

　

規
律
委
員
会
設
置
に
向
け
た

プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

浦
田
理
事
長　

独
立
し
た
機
関

と
し
て
設
置
し
た
い
。

村
岡
宜
明 

副
会
長　

規
約
・

規
則
改
正
案
を
評
議
員
会
に
上

程
し
内
容
を
検
討
す
る
。

細
谷
仁
憲 

会
長
（
宮
城
県
）

　

令
和
５
年
７
月
１
日
施
行
と

な
っ
て
い
る
規
約
・
規
則
等
改

正
と
規
律
委
員
会
を
同
時
に
進

め
な
い
と
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ

な
い
か
。

　

議
決
と
決
議
の
文
言
を
統
一

し
て
は
ど
う
か
。

村
岡
副
会
長　

評
議
員
会
に
改

正
案
を
提
示
す
る
予
定
。

　

議
決
は
「
決
め
事
」、
決
議

は
「
決
め
る
」
と
解
釈
し
て
い

る
。

山
下　

智 

会
長
（
新
潟
県
）

　

会
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

規
律
委
員
会
が
判
断
す
る
の

か
。

村
岡
副
会
長　

規
律
委
員
会
は

行
わ
な
い
。

前
田
和
賢 

理
事
長
（
三
重
県
）

　

会
計
責
任
者
は
副
理
事
長
か

会
長
か
。

浦
田
理
事
長　

最
終
責
任
は
会

長
に
あ
る
。

阿
部
義
和 

会
長
（
岐
阜
県
）　

政
治
活
動
と
選
挙
運
動
の
明
確

化
を
で
き
る
だ
け
示
し
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
政
治
活
動
は
本

会
も
連
盟
も
で
き
る
。
一
層
の

連
携
を
要
望
す
る
。

⑵
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
か
ら
、
次
期
参

議
院
議
員
選
挙
の
組
織
代
表
に

つ
い
て
、
次
期
執
行
部
に
仮
日

程
案
を
申
し
送
り
た
い
と
の
提

案
が
だ
さ
れ
た
。

細
谷
会
長
（
宮
城
県
）

　

年
内
に
組
織
決
定
す
る
に
は

日
程
的
に
厳
し
い
が
、
擁
立
す

る
の
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早

く
決
め
て
候
補
者
が
全
国
各
地

を
回
る
時
間
を
作
る
必
要
が
あ

る
。

浦
田
理
事
長　

次
期
執
行
部
に

申
し
送
り
す
る
。

伊
藤
明
彦 

会
長
（
熊
本
県
）

　

年
内
に
組
織
代
表
を
決
定
で

き
る
よ
う
各
県
に
は
早
期
の
評

議
員
選
出
を
お
願
い
し
た
い
。

・
・
・
・
・

　

村
岡
副
会
長
は
閉
会
の
挨
拶

で
、
今
期
の
連
盟
活
動
へ
の
協

力
に
謝
意
を
述
べ
散
会
と
な
っ

た
。

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

　

高
橋
執
行
部
最
後
の
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

が
令
和
５
年
６
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
（
東
京
・
飯
田
橋
）
に
お
い
て
、

基
本
的
な
感
染
症
予
防
対
策
を
実
施
し
た
中
で
44
名
の
会
長

ほ
か
役
員
が
参
集
し
通
常
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。（
※
文
中

の
肩
書
は
会
長
会
議
開
催
時
の
役
職
）

報
　
　
告

協
　
　
議

高橋会長

柳川日歯副会長

岡山副会長（静岡県）

細谷会長（宮城県）山下会長（新潟県）前田理事長（三重県）

阿部会長（岐阜県）伊藤会長（熊本県）

都道府県歯科医師連盟会長会議

藤田一雄議長（左）、山下智副議長（右）
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　新執行部の第１回理事会が令
和 5 年 7 月 5 日（水）に開催され、
同 3 月の第 147 回評議員会で選
出された太田謙司会長から 24
名の新理事に委嘱状が手交され
た。新役員の役職及び氏名、年
齢、所属都道府県は次のとおり

（年齢は令和 5 年 7 月 1 日現在。
敬称略）。任期は令和 5 年 7 月
1 日から令和 7 年 6 月 30 日ま
で。

日本歯科医師連盟 新役員紹介日本歯科医師連盟 新役員紹介

▪ 会　長

大阪府
太
おお

田
た

　謙
けん

司
じ
（72）

社団のエンジンとしてしっかり
と推進役に徹して、2年間
努めてまいります。

▪ 副　会　長 （議員対応・会計）

東京都
村
むら

上
かみ

　恵
けい

一
いち
（74）

歯科界、会員の発展に向け
て諸政策の実現に邁進いた
します。

▪ 副 理 事 長 （総務・規約・情報管理）

東京都
家
いえ

田
だ

　隆
たか

弘
ひろ
（65）

会員の診療環境が少しで
も良くなるように働く所存で
す。

▪ 副 理 事 長 （会計・会員対策・DX）

福岡県
神
かん

田
だ

　晋
しん

爾
じ
（65）

2期目の拝命を受けました。
コンプライアンスを順守して
歯科界、会員のために誠心
誠意務めます。

▪ 常 任 理 事 （社保・広報）

北海道
髙
たか

橋
はし

　雅
まさ

一
かず
（71）

先生方に最新で有益な情報
が届くよう、また診療所の経
営基盤の安定が図れるよう
微力ながら尽力します。

▪ 常 任 理 事 （選対・企画）

三重県
武
たけ

田
だ

　良
りょう

一
いち
（68）

歯科の重要性を認識し始め
た国民のため具体的な政策
提案を推進します。

▪ 常 任 理 事 （会員対策・会計）

大阪府
森
もり

川
かわ

　麗
れい

子
こ
（65）

会員に連盟の重要性を周知
し、ご理解頂き、歯科界の
今後の発展に貢献したいと
思います。

▪ 常 任 理 事 （DX・情報管理）

佐賀県
門
もん

司
じ

　達
たつ

也
や
（58）

2期目の門司です。会員の
先生方のため更に頑張りま
す。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

山形県
早
はや

坂
さか

　暢
のぶ

洋
ひろ
（64）

太田謙司会長のもと新理事
として勉強、努力、そして
行動いたします。宜しくお願
い致します。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

群馬県
中
なか

野
の

　玲
れい

子
こ
（71）

歯科医療の発展と活動を推
進するために微力ですが理
事としての務めを誠心誠意
果たしていきます。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

東京都
石
いし

島
じま

　弘
ひろ

己
き
（70）

役員就任にあたり太田会長
の下、組織の更なる発展と
向上を目指し地区理事として
の連盟活動に尽力致します。

▪ 常 任 理 事 （地域保健・広報）

東京都
西
にし

澤
ざわ

　　均
ひとし
（65）

歯科界に連盟活動の有用性
をご理解いただけるよう尽力
いたします。

▪ 常 任 理 事 （総務・渉外）

東京都
小
こ

西
にし

　　尚
ひさし
（65）

様々な連盟活動を通じて会
員の先生方と日歯連盟との
かけはしに！

▪ 常 任 理 事 （広報）

静岡県
近
こん

藤
どう

　晴
はる

彦
ひこ
（61）

これまでの経験を活かし、分
かりやすい広報活動に努め
て参ります。

▪ 副　会　長 （議員対応・総務）

神奈川県
村
むら

岡
おか

　宜
よし

明
あき
（73）

常に平常心で、時にはダイ
ナミックに動く執行を目指す。

▪ 副　会　長 （議員対応・会員対策）

東京都
大
おお

越
こし

　壽
とし

和
かず
（74）

歯科医師の原点に戻り、社
団と連盟が推進する一体化
のもと更なる歯科界発展を目
指し連盟活動に尽力します。

▪ 理　事　長 （総括）

熊本県
浦
うら

田
た

　健
けん

二
じ
（67）

全てにおいてコンプライアン
スを重視して会務運営に努
めて参ります。

岐阜県
長
なが

瀬
せ

　好
よし

和
かず
（58）

地域医療を守っておられる会
員の先生方の声が届くよう、
日歯連盟との懸け橋となって
働く所存です。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

長野県
田
た

中
なか

　秀
ひで

享
たか
（67）

「医政無くして医療無し」こ
のテーマを常に心に刻み、
太田会長の下、連盟活動
頑張っていきます。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携・広報）

鳥取県
樋
ひ

口
ぐち

壽
じゅ

一
いち

郎
ろう
（74）

執行部の舵取りに齟齬が生
じないよう、常任監事として
の職責を果たしてまいります。

▪ 常 任 監 事

群馬県
村
むら

山
やま

　利
とし

之
ゆき
（69）

かつての不祥事の事を忘れる
事なく監事職として、会員の
負託に応えるべく努めます。

▪ 監　事

福岡県
大
おお

山
やま

　　茂
しげる
（69）

連盟会員の皆様の不安、不
信を払拭できるよう監査体制
の刷新を目指す所存です。

▪ 監　事

奈良県
上
うえ

田
だ

　晴
はる

三
み
（67）

連盟前進に努めます。皆様
方のご指導・ご鞭撻を宜しく
お願いいたします。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

広島県
山
やま

﨑
さき

　健
けん

次
じ
（62）

中国・四国地区の代表とし
て、一人でも多くの会員と一
緒に、連盟活動ができるよう
全力を尽くします。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）

長崎県
渋
しぶ

谷
や

　昌
まさ

史
ふみ
（58）

若輩者ですが、会員の皆様
の声を反映すべく、誠心誠
意努める所存です。よろしく
お願いします。

▪ 理　事 （デンタルミーティング・地区連携）
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日歯・日歯連盟と歯科記者会との懇談会を開催！日歯・日歯連盟と歯科記者会との懇談会を開催！
　

令
和
５
年
８
月
９
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、日
本
歯
科
医
師
会
、

日
本
歯
科
医
師
連
盟
、
歯
科
記
者
会
と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
は
歯
科
記
者
会
が
主
管
と
な
り
、
日

本
歯
科
医
師
連
盟
と
し
て
５
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
っ

た
。

　

懇
談
会
に
は
、
歯
科
記
者
会
８
社
よ
り
14
名
と
日
本

歯
科
医
師
会
か
ら
高
橋
会
長
ほ
か
役
員
14
名
、
日
本
歯

科
医
師
連
盟
か
ら
太
田
会
長
ほ
か
役
員
11
名
が
出
席
し

た
。

　

会
は
水
野
純
治
氏
（
日
本
歯
科
新
聞
社
）
に
よ
る
司

会
進
行
の
も
と
、
高
橋
英
登
日
歯
会
長
、
太
田
謙
司
日

歯
連
盟
会
長
な
ら
び
に
蓮
池
芳
浩
日
歯
副
会
長
が
挨
拶

し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
の
紹
介
お
よ
び
挨
拶
（
抱
負
）
が

な
さ
れ
、
藤
原
富
蔵
氏
（
第
一
歯
科
出
版
）
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
終
了
し
た
。

水野純治氏（日本歯科新聞社）

挨拶する太田会長

赤司征大氏（WHITE CROSS社・左）

高橋日歯会長

日歯・日歯連盟と歯科記者会との懇談会

日歯連盟役員の挨拶

堀野作二郎氏（医療経済出版社）

【
開
会
挨
拶
】
岡
田　

匠 

新

潟
県
歯
科
医
師
連
盟
新
潟
支

部
長

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お

集
ま
り
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
る
。
認
知
症
、
児
童
虐

待
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
比

嘉
先
生
が
、
骨
太
の
方
針
に

つ
い
て
は
山
田
先
生
が
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
本

日
は
有
意
義
な
時
間
に
し
た

い
。

【
挨
拶
】
村
上
恵
一 

日
本
歯

科
医
師
連
盟
副
会
長　

　

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
と
日
頃
の
連
盟
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
昨
年

の
山
田
宏
候
補
の
参
議
院
議

員
選
挙
に
お
い
て
は
と
て
も

良
い
票
数
で
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼
申
し

上
げ
る
。
７
月
１
日
よ
り
日

歯
と
連
盟
が
更
に
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
来
春
の

診
療
報
酬
の
改
定
に
向
け
て

日
歯
の
会
議
の
中
に
連
盟
が

か
な
り
参
画
し
て
い
る
。
今

後
た
く
さ
ん
の
報
告
が
出
来

る
と
思
う
。
次
期
選
挙
に
向

け
て
組
織
代
表
を
早
め
に
決

め
て
は
ど
う
か
と
の
話
を
い

で
き
な
い
。
ま
た
、
歯
科

衛
生
士
の
給
料
が
上
が
っ

て
い
な
い
の
で
次
期
診
療

報
酬
改
定
に
お
い
て
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。
国

民
皆
歯
科
健
診
を
推
進
し

て
い
く
た
め
来
年
度
の
予

算
を
し
っ
か
り
と
確
保
し

た
い
。
歯
科
口
腔
保
健
法

の
改
正
は
な
か
な
か
難
し

か
っ
た
。
引
続
き
頑
張
っ

て
い
く
。

【
講
演
】
比
嘉
奈
津
美 

参

議
院
議
員　

　

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。
社

会
保
障
費
の
一
部
を
子
ど
も

子
育
て
の
予
算
に
転
嫁
し
よ

う
と
い
う
話
、
コ
ロ
ナ
が
流

行
し
た
時
に
は
医
療
人
に

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
が
落
ち

着
く
と
直
ぐ
に
医
療
費
を
削

減
し
よ
う
と
し
た
た
め
声
を

あ
げ
た
。
妊
婦
健
診
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
問
題
は
こ
ど
も

家
庭
庁
と
も
連
携
を
取
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
人

生
80
年
が
１
０
０
年
時
代
に

な
っ
た
。
国
民
の
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
我
々
は
大

儀
を
も
っ
て
頑
張
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

【
閉
会
挨
拶
】
常
木
哲
哉 

新

潟
県
歯
科
医
師
連
盟
新
潟
副

支
部
長

　

村
上
副
会
長
の
精
力
的
な

活
動
に
感
謝
す
る
。
山
田
・

比
嘉
両
議
員
に
お
か
れ
て

は
、
今
後
も
引
続
き
頑
張
っ

て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。

た
だ
く
が
、
規
約
お
よ
び
関

係
法
規
に
則
っ
て
進
め
る
こ

と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
。

【
来
賓
挨
拶
】
ご
出
席
い
た

だ
い
た
来
賓
の
議
員
よ
り
一

言
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

塚
田
一
郎 
衆
議
院
議
員　

細
田
健
一 

衆
議
院
議
員　

さ
い
と
う
洋
明 

衆
議
院
議
員

【
挨
拶
】
山
下　

智 

新
潟
県

歯
科
医
師
連
盟
会
長

　

山
田
議
員
が
主
導
し
た
歯

科
口
腔
保
健
法
の
改
正
案

は
、
今
国
会
で
は
残
念
な
が

ら
成
立
を
み
な
か
っ
た
が
、

引
続
き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
比
嘉
議
員
に
お
か
れ

て
は
、
国
会
で
の
鋭
い
質
問

等
、
我
々
の
期
待
に
大
い
に

応
え
ら
れ
て
い
る
。
両
議
員

の
活
躍
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
ま
た
、高
橋
日
歯
会
長
・

太
田
連
盟
会
長
は
非
常
に
良

好
な
関
係
で
あ
る
。
手
を
携

え
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
講
演
】
山
田　

宏 

参
議
院

議
員

　

昨
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
大
変
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

職
域
代
表
と
し
て
し
っ
か
り

と
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
。

来
秋
に
紙
の
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
マ
イ
ナ
保
険
証
に
統
一

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
様
々

な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
、

世
界
的
な
政
情
不
安
等
で
物

価
・
材
料
費
等
が
高
騰
し
て

い
る
が
、
診
療
報
酬
は
公
定

価
格
の
た
め
任
意
に
改
定
が

　

令
和
５
年
７
月
22
日
（
土
）
午

後
６
時
よ
り
新
潟
県
歯
科
医
師

会
館
に
お
い
て
、
支
部
単
位
で
開

催
す
る
新
潟
シ
テ
ィ
デ
ン
タ
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
日
本
歯
科
医
師
連
盟

よ
り
村
上
恵
一
副
会
長
、
山
田

宏
参
議
院
議
員
、
比
嘉
奈
津
美

参
議
院
議
員
、
地
元
選
出
の
国

会
議
員
を
来
賓
に
迎
え
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

開催中！

日　時：令和５年 7 月 22 日（土）午後 6 時
場　所：新潟県歯科医師会館大会議室および
　　　　WEB によるハイブリッド開催
参加者：実参加 45 名　WEB 11 名

新潟シティデンタルミーティング
新　潟　県　日歯連盟の太田謙司副会長（当時）は

6月20日（火）、日歯の高橋英登会長と
共に岸田文雄内閣総理大臣を表敬訪問
し、国民歯科医療の充実に向けた意気
込みを語りました。

会長就任に際し
岸田総理を
表敬訪問！
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都道府県 市町村 参加政党 発足年月日 名称

北海道 ー 自民党 　　令和 2 年 3 月 2 日 自民党道民会議議員会  歯科口腔医療推進議員連盟
札幌市 自民党 　　平成29年 自由民主党札幌市議会 歯科医師議員連盟

宮城県 ー 自民党 　　平成13年10月 1 日 宮城県歯科医療議員協議会
仙台市 超党派 　　平成元年 6 月 仙台歯科医師議員連盟

山形県 ー 超党派 　　平成29年 6 月27日 山形県歯科医療問題議員連盟
福島県 ー 自民党 　　平成19年 6 月 福島県議会 歯科医療懇話会
茨城県 ー 自民党 　　令和 2 年10月 1 日 茨城県「いばらき自民党歯科健康推進議員連盟」
栃木県 ー 自民党 　　平成22年 4 月16日 栃木県議会自由民主党歯科保健議員連盟
群馬県 ー 自民党 　　平成24年 1 月31日 医療・福祉議員連盟歯科部会
千葉県 ー 自民党 　　令和 4 年12月 3 日 自民党千葉県議会医療問題議員研究会

神奈川県 ー 自民党 　　平成21年12月17日 かながわ自民党オーラルフレイル対策議員連盟
東京都 ー 自民党 　　平成20年 東京都議会自由民主党 歯科医療政策研究会
長野県 ー 超党派 　　令和元年 7 月 3 日 長野県議会歯科口腔保健推進議員連盟
新潟県 ー 自民党 　　平成15年 7 月10日 新潟県議会自由民主党歯科保健議員連盟
静岡県 ー 自民党 　　平成23年12月 9 日 自由民主党 県民の歯と口の健康を守る議員連盟
愛知県 ー 自民党 　　平成27年 7 月 7 日 自由民主党愛知県議員団「医療・福祉議員連盟」
岐阜県 ー 自民党 　　平成20年10月 8 日 岐阜県歯科保健医療対策推進議員連盟

大阪府 ー 自民党 　　平成28年 8 月25日 大阪府議会自由民主党大阪府歯科医師議員連盟
大阪市 自民党 　　平成28年 8 月25日 大阪市会自由民主党大阪府歯科医師議員連盟

兵庫県 ー 自民党 　　平成13年 3 月 6 日 兵庫県議会自由民主党歯科問題議員連盟
広島県 ー 自民党 　　令和 5 年 2 月18日 広島県歯科口腔保健推進議員連盟
熊本県 ー 自民党 　　令和 5 年 3 月17日 熊本県議会歯と口腔の健康推進議連

各都道府県・市町村議会における歯科に関する議員連盟一覧

令和 5 年 7 月 27 日現在

　

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
自
治
体
よ

り
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。

［
宛
先
］
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）

［
意
見
書
要
約
］

１
．
早
期
に
国
民
皆
歯
科
健
診
実
現
に
向
け
た
法
改
正
を
行
う
こ

と
。

２
．
国
民
皆
歯
科
健
診
の
制
度
、
政
策
等
に
関
す
る
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
関
係
者
の
意

見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
施
に
関
し
て
は
、
国
に
お
い
て
十
分

な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４
．
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
と
合
わ
せ
て
、
国
民
に
対
し
て
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
及
び
歯
科
健
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓

発
や
健
診
受
診
後
の
定
期
的
な
歯
科
受
診
の
勧
奨
を
行
う
な
ど
、

歯
科
疾
患
の
発
症
や
再
発
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
総
合
的
な
取

組
み
を
推
進
す
る

こ
と
。

　

令
和
５
年
９
月

６
日
現
在
の
提
出

自
治
体
は
以
下
の

通
り
。

【
北
海
道
、旭
川
市
、

虻
田
郡
倶
知
安
町
、

青
森
県
、
茨
城
県
、

群
馬
県
、
長
野
県
、

新
潟
県
、
静
岡
県
、

三
重
県
、
岐
阜
県
、

富
山
県
、
福
井
県
、

大
阪
府
、
島
根
県
、

山
口
県
、
香
川
県
、

高
知
県
、
佐
賀
県
、

長
崎
県
、
熊
本
県
】

全
国
の
自
治
体
よ
り

「
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」が

続
々
と
提
出
さ
れ
る

生涯を通じた国民皆歯科健診の実現を求める意見書

現在、我が国では法的根拠に基づく歯科健診として、 1歳6か月児、 3歳児における乳
幼児歯科保健制度に基づく健診、 小学校、 中学校、 高等学校の児童•生徒に対する学校歯
科保健制度に基づく健診が行われ、 この年代の全ての国民が歯科健診を受診している。 一
方で、 成人期においては、 健康増進法に基づく 40、 50、 60、 70歳の歯周疾患検診、 高齢者
医療確保法に基づく後期高齢者歯科健診が行われているが、 その受診率は極めて低いもの
となっている。 また、 事業所における歯科健診は歯科特殊健康診断として有害業務に従事
する労働者に限られている。

現在では多くの研究により、 歯の本数と全身の健康状態、 歯周病と全身疾患との関係等
についての科学的な根拠が明らかになっており、 人生100年時代を迎える中で健康寿命を
延ばすためには、 「8020運動」の取組をさらに進めるなど、 歯を含めた口腔内の健康維持
が極めて重要である。 そのためには、 ライフステー ジに応じた切れ目のない歯科健診の受
診機会を確保する必要がある。

こうした中、 国においては、 令和4年6月7日に閣議決定された「経済財政運営と改革
の基本方針2022」において、 生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）の具体的
な検討を行うことが初めて盛り込まれた。

よって、 国におかれては、 国民皆歯科健診の実現に向けた具体的な検討を早急に進める
とともに、 下記の事項について措置されるよう強く要望する。

記
1 国民皆歯科健診の制度設計等に関する具体的な検討を進めるに当たっては、 地方自治

体をはじめ関係者の意見を十分に反映させるための必要な措置を講じること。
2 国民皆歯科健診の実施に関しては、 国において十分な財政措置を講じること。
3 国民皆歯科健診の実現と合わせて、 国民に対して歯と口腔の健康づくり及び歯科健診

の重要性についての啓発や健診受診後の定期的な歯科受診の勧奨を行うなど、 歯科疾患
の発症や再発、 重症化予防のための総合的な取組みを推進すること。

以上、 地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和4年10月5日
熊本県議会議長 溝 ロ 幸 治

衆 議院 議長
参 議院識長
内 閣総理大臣
総 務 大 臣
財 務 大 臣
厚生労働大臣
経済産業大臣
内閣府特命担当大臣

（経済財 政政策）
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藤
村
際

博
秀
文

様
様
様
様
様
様
様
様

之
久
雄
稔
一

熊本県より提出された意見書

日本歯科医師会
との合同会議を

開催
　

令
和
５
年
８
月
９
日
（
水
）

16
時
よ
り
、
日
本
歯
科
医
師
会

館
10
階
会
議
室
に
お
い
て
第
２

回
日
歯
・
日
歯
連
盟
合
同
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
日
歯
か
ら
高

橋
会
長
、
蓮
池
副
会
長
、
藤
田

副
会
長
、
林
副
会
長
、
瀬
古
口

専
務
理
事
、
伊
藤
（
智
）
常
務

理
事
、
本
連
盟
か
ら
太
田
会
長
、

村
上
副
会
長
、
村
岡
副
会
長
、

大
越
副
会
長
、
浦
田
理
事
長
、

神
田
副
理
事
長
が
出
席
し
た
。

　

浦
田
理
事
長
に
よ
る
司
会
進

行
の
も
と
、「
日
本
歯
科
医
師

会
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

及
び
日
歯
・
日
歯
連
盟
役
員
就

任
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
」、「
金
銀

パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
購
入
価
格

に
つ
い
て
」
な
ど
両
者
間
で
幅

広
い
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
第
１
回
合
同
会
議
は

日
歯
が
当
番
と
し
て
７
月
12
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
制
度
予

算
要
望
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。
今
後
も
定
期
的
な

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

７
月
１
日
、
太
田
謙
司
新
会

長
の
も
と
新
執
行
部
が
始
動
し

た
。
我
々
広
報
委
員
会
も
全
国

か
ら
８
名
、
２
名
の
新
し
い
メ

ン
バ
ー
を
迎
え
、
広
報
紙
、
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
営
の
他
、
ロ

ビ
ー
活
動
に
有
効
な
ツ
ー
ル
を

作
っ
て
い
け
れ
ば
、
と
考
え
て

い
ま
す
▼
高
橋
英
登
日
本
歯
科

医
師
会
会
長
を
相
談
役
に
迎

え
、
よ
り
一
層
日
本
歯
科
医
師

会
と
連
携
を
深
め
、
会
員
の
先

生
方
が
安
心
し
て
地
域
医
療
に

貢
献
出
来
る
よ
う
、
歯
科
診
療

に
専
念
出
来
る
よ
う
、
環
境
の

改
善
に
貢
献
出
来
る
よ
う
鍛
錬

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
▼
６
月
に
行
わ
れ
た
日
歯
連

盟
政
治
セ
ミ
ナ
ー
後
の
懇
親
会

で
、
二
階
俊
博
自
由
民
主
党
元

幹
事
長
は
「
歯
科
医
は
歯
科
治

療
を
す
る
こ
と
が
本
分
。
経
営

の
こ
と
な
ど
心
配
し
な
い
で
、

診
療
に
専
念
し
て
欲
し
い
。
そ

の
環
境
を
整
え
る
の
は
我
々
の

役
割
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
▼

来
春
の
ト
リ
プ
ル
改
定
、
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
、
生
涯
を
通
じ
た
歯

科
健
診
の
行
方
、
物
価
・
賃
金

高
騰
対
策
な
ど
問
題
が
山
積
し

て
い
る
歯
科
界
で
す
が
、
正
確

で
タ
イ
ム
リ
ー
、
こ
ま
や
か
な

情
報
の
提
供
を
心
掛
け
、
歯
科

界
が
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
、
努

め
て
ま
い
り
ま
す
▼
極
秘
情
報

を
一
つ
。
太
田
会
長
は
週
末
し

か
大
阪
の
ご
自
宅
に
お
帰
り
に

な
ら
ず
、
都
内
の
ホ
テ
ル
を
拠

点
と
し
会
務
に
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

広報委員長
穂苅 雅人

　下表のとおり、19都道府県および 3政令指定都市で「歯科に関する議員連盟」が設立され、地方議会においても口腔保健の重要性が認識されつつある。日頃から
議員団との相互理解を深めることは、行政にかかわる諸課題を解決する推進力となるため、歯科議連の輪がより多くの地方議会で広がることを願っている。
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第6号議案
日本歯科医師連盟規約・規則の一部改正について

（提案理由）
　前執行部からの業務引継書に記載されている「規約や規則・規程等の見直し、整備」への対応として、
本執行部において規約・規則等検討プロジェクトチーム（PT）を設置し、評議員をメンバーとする規約・
規則等改正検討委員会の審議の参考とすべく PT案を作成した。
　規約・規則等改正検討委員会には、特に１）規約・諸規則が本連盟の規則体系として整合性を持つ
こと、２）パンデミックや大規模災害時における会議開催の在り方、３）政治活動と選挙運動の明確化、
及び参議院比例代表選挙候補者の要件や推薦の在り方、という３点についてご留意の上、ご検討いた
だくべく諮問をし、答申を得た。
　この答申に対し、第 147 回評議員会、都道府県歯科医師連盟会長会議においてご意見を伺い、議案
としてまとめ、規約・規則の一部改正を行うものである。
　一部改正するのは、規約、会長及び監事選出規則、会計規則、監査規則、評議員会議事運営規則、
地区制設置規則、時局対策推進本部会規則、選挙対策推進本部会規則、公職選挙候補者推薦規則、参
議院比例代表選挙候補者推薦規則である。
　規約の主な改正内容は以下の通りである。（諸規則の改正内容・改正条文案は紙面の都合により割愛）

（日本歯科医師連盟規約・主な改正内容）
・第４条：会員の資格要件を示した。
・第６条第３項：入会後の会員の異動に関する規定を明記した。
・第９条：終身会員は会費納入義務を免除されること、権利と義務は正会員と同じことを明記した。
・第 10条第３項：退会時の会費等の納入について会計規則に定める旨規定した。
・第 11条：会員に対する制裁を戒告か除名という二択ではなく、戒告、会員資格の停止、除名の３種
　　　　　類に規定した。評議員会及び理事会から独立した規律委員会を設置し、会員に対する制裁
　　　　　について審査し決定することとした。
・第 12条第４項：会長が地区推薦理事以外のすべての理事を指名する。したがって、紛らわしい表現
　　　　　　　　である「評議員会の同意を得て」を削除した。
・第 20条：理事会と常任理事会の順序を入れ替え、特別の利害関係を有する理事は議決に加われない
　　　　　ことを明記した。
・第 32条：解散決議は、評議員会の決議事項とした。理事会は、評議員会の上程審議をするものであ
　　　　　り、解散決議自体を行うものではないことから、削除した。

〒 161-8558　東京都新宿区下落合 2-6-22 TEL：03-3952-5141 FAX：03-5982-7751
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歯学生のための歯学生のための
健康科学
 第３版 第３版
　健康科学が扱う領域は、公衆衛生学、環境保健学、栄養学、疫学、社会医学、衛生行政、医療管理、医療情報、社会保障論、
社会福祉論、行動医学など多岐に渡っており、衛生学系講義の中でも基盤知識を構築する大切な科目です。
　第３版では新しい監修者、執筆者を迎え、歯科医学を初めて学ぶ学生に必要な最新情報をわかりやすくまとめました。

歯科衛生士学生・歯科技工士学生にもおすすめ！歯科衛生士学生・歯科技工士学生にもおすすめ！

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第3号議案
（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令和4年度選挙関係管理会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 42,001,000 42,000,000 ▲ 1,000 100.0％

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 42,001,000 42,000,000 ▲ 1,000 100.0％ 

第27回参院選挙対応積立金として
15,000,000円を一般会計から繰入
第 5 0 回 衆 院 選 対 応 積 立 金として
20,000,000円を一般会計から繰入
地方自治体選挙対応積立金として名目
計上
補欠選挙対応積立金として5,000,000円
を一般会計から繰入
その他積立金として2,000,000円を一般
会計から繰入

第二款 雑 収 入 10,000 1,549 ▲ 8,451 15.5％ 

 第一項 預 金 利 息 10,000 1,549 ▲ 8,451 15.5％ 普通預金利息

当 年 度 収 入 合 計 🄐 42,011,000 42,001,549 ▲ 9,451 100.0％ 

第三款 前年度繰越収支差額 181,042,000 180,259,357 ▲ 782,643 99.6％ 

 第一項 前年度繰越収支差額 181,042,000 180,259,357 ▲ 782,643 99.6％ 令和3年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 223,053,000 222,260,906 ▲ 792,094 99.6％ 

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％ 名目計上

第二款 政 治 活 動 費 49,600,000 25,180,300 ▲ 24,419,700 50.8％

 第一項 選 挙 関 係 費 49,600,000 25,180,300 ▲ 24,419,700 50.8％ 

第26回参議院議員通常選挙対応
参議院選挙区補欠選挙対応
地方自治体選挙対応（寄附金・陣中見
舞）、推薦状・為書き筆耕代

第三款 予 備 費 173,451,000 0 ▲ 173,451,000 －

 第一項 予 備 費 173,451,000 0 ▲ 173,451,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 223,053,000 25,180,300 ▲ 197,872,700 11.3％ 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 16,821,249 

次年度繰越収支差額（B－C） 197,080,606 

支　　出　　合　　計 223,053,000 222,260,906 ▲ 792,094 99.6％ 

収入の部

支出の部

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第4号議案
（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令和4年度役員退職金積立金会計収支決算

第5号議案
（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令和4年度運営基金積立金会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 27,500,000 27,500,000 0 100.0％ 

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 27,500,000 27,500,000 0 100.0％ 役員退職慰労金（27名）単年度積立金
（一般会計より繰入）

第二款 雑 収 入 10,000 704 ▲ 9,296 7.0％

 第一項 預 金 利 息 10,000 704 ▲ 9,296 7.0％ 普通預金利息

当 年 度 収 入 合 計 🄐 27,510,000 27,500,704 ▲ 9,296 100.0％ 

第三款 前年度繰越収支差額 74,433,000 74,433,224 224 100.0％ 

 第一項 前年度繰越収支差額 74,433,000 74,433,224 224 100.0％ 令和3年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 101,943,000 101,933,928 ▲ 9,072 100.0％

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 12,046,000 116,724,182 104,678,182 969.0％

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 12,046,000 116,724,182 104,678,182 969.0％ 一般会計より繰入

第二款 雑 収 入 10,000 13,963 3,963 139.6％

 第一項 預 金 利 息 10,000 13,963 3,963 139.6％ 預金利息（普通預金、定期預金）

当 年 度 収 入 合 計 🄐 12,056,000 116,738,145 104,682,145 968.3％

第三款 前年度繰越収支差額 1,596,334,000 1,650,964,812 54,630,812 103.4％

 第一項 前年度繰越収支差額 1,596,334,000 1,650,964,812  54,630,812 103.4％ 令和3年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 1,608,390,000 1,767,702,957 159,312,957 109.9％ 

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 1,000 2,200 1,200 220.0％

 第一項 役 員 退 職 慰 労 金 1,000 2,200 1,200 220.0％ 残高確認書発行手数料

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 0 2,200 2,200 －

 第一項 経 常 経 費 0 2,200 2,200 － 残高確認書発行手数料

第二款 繰 出 金 100,000,000 100,000,000 0 100.0％

 第一項 一 般 会 計 繰 出 金 100,000,000 100,000,000 0 100.0％

第三款 予 備 費 1,508,390,000 0 ▲ 1,508,390,000 －

 第一項 予 備 費 1,508,390,000 0 ▲ 1,508,390,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 1,608,390,000 100,002,200 ▲ 1,508,387,800 6.2％ 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 16,735,945 

次年度繰越収支差額（B－C） 1,667,700,757 

支　　出　　合　　計 1,608,390,000 1,767,702,957 159,312,957 109.9％

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 運営基金積立金会計へ繰出

第四款 予 備 費 89,000 － ▲ 89,000 －

 第一項 予 備 費 89,000 － ▲ 89,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 92,000 0 ▲ 92,000 0.0% 

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 0 

次年度繰越収支差額（B－C） 90,289 

支　　出　　合　　計 92,000 90,289 ▲ 1,711 98.1%

第二款 予 備 費 101,942,000 0 ▲ 101,942,000 －

 第一項 予 備 費 101,942,000 0 ▲ 101,942,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 101,943,000 2,200 ▲ 101,940,800 0.0％

当 年 度 収 支 差 額 （ A － C ） 27,498,504 

次年度繰越収支差額（B－C） 101,931,728 

支　　出　　合　　計 101,943,000 101,933,928 ▲ 9,072 100.0％
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科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 253,872,000 247,603,128 ▲ 6,268,872 97.5% 

 第一項 役 員 報 酬 ・
賞与・傷害保険料 109,089,000 109,753,260 664,260 100.6％

役員報酬（執行部27名分）、役員賞与
（夏期、冬期）、傷害保険（役員27名+顧
問2名）

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,091,400 ▲ 192,600 85.0％ 傷害保険料(評議員、委員：延べ850名

分）

 第三項 職 員 人 件 費 83,250,000 65,046,699 ▲ 18,203,301 78.1％

職員等（契約職員含む）10名、派遣社員 1名
上記基本給以外の職員人件費（諸手当、
賞与（夏期、冬期）、退職金積立金、保険
料、健康診断料）

 第四項 光 熱 水 費 ・ 備 品
消 耗 品 費 12,273,000 16,620,550 4,347,550 135.4％ 

事務室電気代、備品購入費(iPad、事務
室電話機、空気清浄機）、事務用消耗品
費、コピー代、写真現像代、印刷代（制度・
予算・税制改正要望書、名刺）書籍代、
車両関係費（公用車リース代、任意保険
料、ETC・ガソリン代）、NHK受信料、新聞
代（10紙）

 第五項 事 務 所 費 47,976,000 55,091,219 7,115,219 114.8％ 

賃借料（連盟事務室、打合室）、共益費
（連盟事務室）、リース代（郵便料金機
器、複合機、シュレッダー、会計ソフト）、イン
ターネット銀行振込利用料、電話代（事務
室、携帯電話）、FAX・電報・インターネット
代、郵便料（後納郵便料、切手代）、資料
発送代、会員・会費管理システム費用（保
守料）、パソコンサーバー費用（保守料）、
弁護士報酬、会計士報酬、業務委託報
酬、嘱託報酬、外部会計監査報酬、コーポ
レートマネーガード保険料、PCソフト保守費
用、社会保険労務士報酬、他

第二款 政 治 活 動 費 682,655,000 623,546,786 ▲ 59,108,214 91.3％

 第一項 評 議 員 会 費 18,639,000 10,983,845 ▲ 7,655,155 58.9％ 評議員会：予算3回分に対し2回（旅費、速
記料）

 第二項 会 長 会 議 費 19,109,000 13,427,017 ▲ 5,681,983 70.3％ 都道府県歯科医師連盟会長会議：予算4
回分に対し4回（旅費、速記料）

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 25,481,000 19,373,503 ▲ 6,107,497 76.0％ 常任理事会：予算12回分に対し11回

理事会：予算12回分に対し13回

 第四項 諸 会 議 費 39,311,000 34,920,116 ▲ 4,390,884 88.8％ 

政治セミナー予算2回に対し2回（旅費そ
の他諸費）
政策推進部会・デンタルミーティング（旅
費、会場費、講師料、その他諸費）

 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 0 ▲ 2,529,000 0.0％ 日本歯科医師会・日本歯科医師連盟役員
連絡協議会旅費（1回）

 第六項 時局対策本部会費 2,000 0 ▲ 2,000 0.0％ 名目計上

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 1,488,000 4,639,720 3,151,720 311.8％ 選挙対策推進本部会旅費（予算1回に対

し1回）

 第八項 監 事 会 費 1,051,000 915,860 ▲ 135,140 87.1％ 監事会旅費（予算3回分に対し2回）

 第九項 会 務 運 営 関 係 費 8,070,000 8,262,669 192,669 102.4％ 

褒賞審議会旅費（予算1回分に対し1
回）、褒賞授賞式関係費（旅費、勲章、記
念品代、写真撮影費用等）、役員報酬算
定委員会（予算2回に対し1回）、選挙管
理委員会（予算2回に対し2回）、会議室
使用料、会議用飲料水等

 第十項 医 政 対 策 費 248,776,000 248,781,058 5,058 100.0％ 

デンタルミーティング等地方政治活動助成
費（会費収入の約7％相当）、組織対策特
別助成費（会費収入の3％相当）、国会議
員に対する寄附、関連団体に対する寄
附、時局講演会、政治資金パーティーの
対価、花代（大臣、副大臣、党役員等対
応）、参与会議（旅費、会場費）、花代（関
連議員・関連団体対応）、慶弔見舞金、資
料代

 第十一項 地 方 政 治 活 動 費 193,098,000 190,950,400 ▲ 2,147,600 98.9％ 地方政治活動費（当年度、過年度会費収
入の20％相当）

 第十二項 交 際 費 15,100,000 8,019,308 ▲ 7,080,692 53.1％ 

祝金、酒肴料、香典、花代（会員関連対
応）、弔意電報代（都道府県歯科医師連
盟対応）、会費、広告費、中元代・歳暮代、
手土産代他

 第十三項 旅 費 30,679,000 35,663,802 4,984,802 116.2％ 役員執務旅費、役員出張旅費
上記（役員・職員）以外の活動旅費

 第十四項 広 報 費 57,272,000 45,913,808 ▲ 11,358,192 80.2％ 

広報委員会旅費（予算12回分に対し12
回）、ホームページ委員会（予算12回に対
し12回）、日歯連盟広報発行費（予算8回
発行に対し7回：通常6回＋特別号1回）、

（印刷・用紙代、企画費、発送代、ラベル
プリント作業料、郵送代、発送用ポリ袋代、
同封物封入代）、ホームページ費用（運用
保守料、アクセス解析費）、メルマガ運用
代行費用、日歯連盟広報取材旅費、広告
取扱手数料、取材費（速記料）、記者懇
談会費用（予算1回分に対し未執行）

 第十五項 調 査 研 究 費 1,050,000 1,695,680 645,680 161.5％ 政治・選挙関連コンテンツ閲覧費等、講師
謝金

 第十六項 寄 附 金 20,000,000 0 ▲ 20,000,000 0.0％ 未執行

 第十七項 雑 費 1,000,000 0 ▲ 1,000,000 0.0％ 未執行

第三款 繰 出 金 81,548,000 186,224,182 104,676,182 228.4％

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0 名目計上

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 42,001,000 42,000,000 ▲ 1,000 100.0％

第27回参院選（選挙区）対応積立金
15,000,000円を選挙関係管理会計へ繰
出
第50回衆院選対応積立金20,000,000円
を選挙関係管理会計へ繰出
地方自治体選挙対応積立金（名目計上）
補欠選挙対応積立金5,000,000円を選
挙関係管理会計へ繰出
その他積立金2,000,000円を選挙関係管
理会計へ繰出

 第三項 役員退職金積立金
会 計 繰 出 金 27,500,000 27,500,000 0 100.0％

役員退職慰労金積立金（単年度積立27
名分）として役員退職金積立金会計へ繰
出

 第四項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 出 金 12,046,000 116,724,182 104,678,182 969.0％ 運営基金積立金会計へ繰出

第四款 予 備 費 50,000,000 0 ▲ 50,000,000 －

 第一項 予 備 費 50,000,000 0 ▲ 50,000,000 －

当 年 度 支 出 合 計 🄒 1,068,075,000 1,057,374,096 ▲ 10,700,904 99.0％ 

当 年 度 収 支 差 額  🄐 － 🄒 0

次 年 度 繰 越 収 支 差 額 🄑 － 🄒 100,000,000 

支 出 合 計 1,068,075,000 1,157,374,096 89,299,096 108.4％ 

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 会 費 965,492,000 954,752,000 ▲ 10,740,000 98.9％

 第一項 当 年 度 会 費 961,492,000 951,165,000 ▲ 10,327,000 98.9％ 令和4年度会費の納入額

 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 3,587,000 ▲ 413,000 89.7％ 平成12年度～令和3年度の期間に係る
未納分会費の納入額

第二款 寄 附 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％ 

 第一項 寄 附 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％

第三款 雑 収 入 2,582,000 2,622,096 40,096 101.6％ 

 第一項 広 告 収 入 2,571,000 2,619,540 48,540 101.9％ 日歯連盟広報に係る広告収入（6回分）

 第二項 預 金 利 息 10,000 2,556 ▲ 7,444 25.6％ 普通預金利息

 第三項 雑 入 1,000 0 ▲ 1,000 0.0％ 

第四款 繰 入 金 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 

 第一項 運 営 基 金 積 立 金
会 計 繰 入 金 100,000,000 100,000,000 0 100.0％ 

当 年 度 収 入 合 計 🄐 1,068,075,000 1,057,374,096 ▲ 10,700,904 99.0％ 

第五款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 0 100,000,000 100,000,000 －

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 0 100,000,000 100,000,000 － 令和3年度繰越収支差額

収　　入　　合　　計　🄑 1,068,075,000 1,157,374,096 89,299,096 108.4％ 

収入の部

支出の部

第1号議案
（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令 和 4 年 度 一 般 会 計 収 支 決 算
▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

（執行率は小数点第二位を四捨五入により算出）

第2号議案
（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令和4年度政治活動運営会計収支決算

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 繰 入 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0%

 第一項 一 般 会 計 繰 入 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0%

第二款 雑 収 入 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 

 第一項 預 金 利 息 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

当 年 度 収 入 合 計 🄐 2,000 0 ▲ 2,000 0.0% 

第三款 前年度繰越収支差額 90,000 90,289 289 100.3%

 第一項 前年度繰越収支差額 90,000 90,289  289 100.3 % 令和3年度繰越収支差額

収 入 合 計 🄑 92,000 90,289 ▲ 1,711 98.1%

収入の部 ▲は予算からの減額を示す　（単位：円）

日本歯科医師連盟
令和4年度各会計収支決算

　第148回評議員会で可決した令和4年度の5会計の収支決算は次のとおり。
　なお、会計期間は令和4年4月1日から令和5年3月31日まで。

科　　目 予　算　額 決　算　額 　差　　額　 執行率 摘　　　要

第一款 経 常 経 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第二款 政 治 活 動 費 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 名目計上

第三款 繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000 0.0% 

支出の部 ▲は予算からの減額を示す　（単位：円）
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今
年
の
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
」
の
歯
科
記
載
は
、
昨
年
の

文
字
数
２
３
５
字
を
上
回
る
２
５
３
字
と
な

り
、
こ
れ
で
２
０
１
７
年
の
初
記
載
以
来
続

い
て
き
た
歯
科
分
野
は
年
々
充
実
さ
れ
、
そ

れ
は
即
ち
歯
科
の
重
要
性
に
対
す
る
国
の
認

識
が
高
ま
っ
て
い
る
証
左
と
言
え
る
。

　

昨
年
は
、「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
（
い

わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健
診
）
の
具
体
的
な
検

討
」
と
初
め
て
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
が
国

の
文
書
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
記
載
さ
れ
市

民
権
を
得
た
が
、今
年
は
「
具
体
的
な
検
討
」

が
「
取
組
の
推
進
」
と
な
り
、「
国
民
皆
歯

科
健
診
」
は
今
や
国
の
既

定
路
線
と
な
っ
た
。
今
年
の
予
算
に
は

初
め
て
「
国
民
皆
歯
科
健
診
推
進
事
業
」

５
億
４
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
来

年
度
予
算
も
「
取
組
の
推
進
」
に
向
け

て
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
確
信
し

て
い
る
。

　

さ
て
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
の

ト
リ
プ
ル
改
定
と
な
る
来
年
の
診
療
報

酬
改
定
は
、
昨
今
の
物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
分
に
公
定
価
格
も
対
応

し
た
も
の
に
す
べ
く
、
今
回
の
「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、
診
療
報
酬

改
定
に
関
し
て
「
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、
経
営
の
状
況
、
支
え
手

が
減
少
す
る
中
で
の
人
材
確
保
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対
応

を
行
う
」
と
明
記
さ
れ
た
（
表
①
）。
財
務
省
か
ら
も
「
診
療
報
酬
改

定
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
特
に
歯
科
は
他

の
分
野
と
比
べ
材
料
費
の
占
め
る
割
合
が
多
く
、
物
価
高
騰
の
影
響

は
甚
大
で
あ
る
。

　

診
療
報
酬
改
定
率
は
、
小
泉
内
閣
以
来
高
齢
化
に
お
け
る
自
然
増

分
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
平
成
28
年
度
は
０
・
４
９
、
平
成
30
年
度
は

０
・
５
５
、
令
和
２
年
度
は
０
・
５
５
、
令
和
４
年
度
は
０
・
４
３
の
増

と
ほ
ぼ
横
ば
い
に
抑
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
今
年
の
春
闘
で
は
近

年
例
の
な
い
平
均
３
・
５
８
％
の
大
幅
な
賃
上
げ
が
な
さ
れ
（
グ
ラ
フ

①
）、
消
費
者
物
価
指

数
も
前
年
同
月
比
で

３
・
３
％
の
増
と
な
り

（
グ
ラ
フ
②
）、
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
は
こ

れ
ら
に
連
動
し
た
３
％

以
上
の
ア
ッ
プ
が
必
要

だ
。

　

一
方
国
の
税
収
は
、

昨
年
度
決
算
で
所
得

税
、
法
人
税
、
消
費
税

収
入
が
大
幅
に
伸
び
た

結
果
71
・
１
兆
円
と
史

上
最
高
を
記
録
し
て
い

る
（
グ
ラ
フ
③
）。
そ

れ
に
合
わ
せ
保
険
料
収

入
も
大
幅
増
収
と
な

り
、
公
定
価
格
で
あ
る

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上

げ
の
た
め
の
財
源
は
十

分
あ
る
と
言
え
る
。

　

大
幅
な
改
定
率
ア
ッ

プ
に
向
け
て
12
月
の
最

終
決
着
ま
で
全
力
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

　
国
民
皆
歯
科
健
診
は
前
進

診
療
報
酬
改
定
は
道
筋　

歯
科
医
で
な
い「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏

⑲

ー
か
ら
牛
乳
、
パ
ン
、
青
野
菜
、
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
が
な
く
な
る
。
離
島
勤
務
時
代

に
身
を
持
っ
て
体
験
し
た
。
そ
し
て
タ
ン

カ
ー
が
寄
港
で
き
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
は
車
一

台
10
リ
ッ
ト
ル
の
み
と
い
う
制
限
。
ま
た

薬
剤
が
足
り
な
く
な
り
病
院
、
薬
局
連
携

し
な
が
ら
薬
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
気
候
変
動
に
よ
る
地
球
温
暖
化
、
海
水

温
度
上
昇
が
台
風
の
発
生
場
所
、
コ
ー
ス
、

強
度
に
変
化
を
及
ぼ
す
。
線
状
降
水
帯
も

そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
で
は
対
応
で
き
な
い
場
所
は
多
く
の
災

害
を
生
み
出
す
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
台
風
は
電
気
一
つ
で
ど
れ
だ
け
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
か
自
覚
し
な
が
ら

人
類
が
こ
れ
か
ら
ど
う
気
候
変
動
に
対
応

す
る
か
を
問
う
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

来
週
は
「
山
の
日
」。
話
題
に
あ
が
っ
て
く

る
の
は
有
名
な
山
々
で
希
少
な
動
植
物
の

生
息
生
育
す
る
国
立
公
園
や
世
界
自
然
遺

産
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
価
値
が
あ
る
自
然
を

守
り
つ
つ
も
我
々
の
日
々
の
行
動
一
つ
ひ

と
つ
が
人
類
の
生
命
を
守
る
と
い
う
こ
ろ

に
つ
き
る
と
嵐
の
中
で
感
じ
て
い
る
。
何

を
な
す
べ
き
か
皆
で
考
え
て
い
こ
う
。

�

【
つ
づ
く
】　

今
夜
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
台
風
６

号
が
沖
縄
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
。
私
は
風
が
強
く
て
着
陸
で
き
な
い
場

合
は
羽
田
に
引
き
返
す
と
い
う
条
件
運
航

で
は
あ
っ
た
が
ノ
ロ
ノ
ロ
台
風
が
一
度
沖

縄
を
通
過
し
た
一
瞬
に
沖
縄
に
戻
れ
た
。

台
風
慣
れ
し
て
い
る
沖
縄
で
も
今
回
の
長

時
間
に
わ
た
る
暴
風
域
で
被
害
は
大
き
く

な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
停
電
が
か
な
り
多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
ポ

ン
プ
で
水
を
供
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
断

水
が
停
電
と
同
時
に
発
生
し
、
お
風
呂
も

ト
イ
レ
も
使
用
で
き
な
く
な
る
。
ク
ー
ラ

ー
、
扇
風
機
の
な
い
状
態
で
は
熱
中
症
が

心
配
に
な
る
が
風
が
落
ち
着
か
な
い
と
電

力
の
復
旧
作
業
も
で
き
ず
、
数
日
の
停
電

で
冷
蔵
庫
の
食
品
が
ダ
メ
に
な
る
。
避
難

所
に
は
、食
事
、ポ
リ
タ
ン
ク
で
水
の
提
供
、

そ
し
て
携
帯
な
ど
の
充
電
で
人
が
溢
れ
て

い
る
と
い
う
。
２
、３
泊
宿
泊
予
定
の
観
光

客
も
１
週
間
ほ
ど
動
け
な
く
な
る
予
測
が

さ
れ
て
、
飛
行
機
、
滞
在
場
所
の
手
配
も

大
変
で
あ
ろ
う
。

　
本
島
は
ま
だ
良
い
の
だ
が
、
離
島
で
は

物
資
の
輸
送
が
で
き
な
い
と
ま
ず
ス
ー
パ

人
と
し
て歯科

医
師
と
し
て

政
治
家
と
し
て

人
と
し
て歯科

医
師
と
し
て

政
治
家
と
し
て

成
す
べ
き
こ
と

成
す
べ
き
こ
と
６

参議院議員

比嘉なつみ

投　票　日 選　挙　名 都道府県

10 月 15 日 東京都議会議員補欠選挙 東京都

10 月 22 日 衆議院議員補欠選挙
（長崎4区） 長崎県

10 月 22 日 参議院議員補欠選挙 
（徳島・高知選挙区） 徳島・高知県

10 月 22 日 宮城県議会議員選挙 宮城県
10 月 22 日 高知県議会議員補欠選挙 高知県
11 月 12 日 福島県議会議員選挙 福島県
11 月 26 日 高知県知事選挙 高知県

ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！

次期診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス
等報酬の同時改定においては、物価⾼騰・賃
⾦上昇、経営の状況、⽀え⼿が減少する中で
の⼈材確保の必要性、患者・利⽤者負担・保
険料負担への影響を踏まえ、患者・利⽤者が
必要なサービスが受けられるよう、必要な対
応を⾏う。

表①グラフ①グラフ②

グラフ③

⺠間主要企業における春季賃上げ状況の推移
（％）

（年）

出典：厚労省HPを基に⼭⽥宏事務所作成
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⽇本の消費者物価総合指数（全国）の前年同⽉⽐（％）

総務省消費者物価指数資料を基に⼭⽥宏事務所作成

財務省公表資料を基に⼭⽥宏事務所作成

日歯連盟広報168号特別付録

診療室に貼って
ご利用ください！

お口の健康です！お口の健康です！それ
は

それ
は

アルツハイマー病に関連した左海馬の萎縮
軽度の歯周病×多数歯残存→萎縮は遅れる
重度の歯周病×多数歯残存→萎縮は速まる

2023.07.06. 東北大学プレスリリース「歯数や歯周病と海馬の萎縮速度との関連を解明 重度の歯周病の歯を残すことは海馬の萎縮速度を速める可能性あり」より

歯科健診を受けましょう
日本歯科医師連盟

人生を楽しく生きるための大切なピース人生を楽しく生きるための大切なピース

左海馬は、脳の内側に位置して、①新しい記憶の形成②エピソード記憶の処理③空間的な情報処理④興奮と抑制のバランス⑤過去の
情報との関連付け等の機能を担当しています。左海馬の萎縮は、アルツハイマー病の初期段階で見られる一般的な特徴の 1 つと
されていて、この影響で、認知機能の低下、記憶喪失等の症状が進行していきます。

脳の左海馬の萎縮とアルツハイマー病

単に歯を多く残すだけでなく
健康な歯を残すことが重要です
単に歯を多く残すだけでなく
健康な歯を残すことが重要です

日歯連盟広報 168 号　令和 5年 9月 15 日付［付録］


